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尖
閣
諸
島
の
海
域
で
の
対
処
方
に
つ
い
て
は
、
内
閣
の
外
政
審
議
室
が
総
合
調
整
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

こ
の
官
房
長
官
の
言
明
は
、
内
閣
の
意
思
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
こ
の
故
に
、
平
成
九
年
四
月
十
三
日
に
衆
議
院
法
務
委
員 

当
職
は
、
こ
の
事
実
と
同
年
十
月
七
日
に
中
国
人
四
人
が
尖
閣
諸
島
魚
釣
島
に
上
陸
し
中
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
平
成
九
年
三
月
二
十
一
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
梶
山
官
房
長
官
か
ら
、
「
我
が
国
の 

 

領
土
と
主
権
を
完
全
に
確
保
す
る
こ
と
は
国
家
の
大
使
命
で
あ
る
」
旨
の
主
権
国
家
で
あ
れ
ば
当
然
の
確
認
を
え
た
う
え
で
、

再
び
中
国
の
海
洋
調
査
船
が
、
我
が
国
の
尖
閣
諸
島
周
辺
の
領
海
に
侵
入
す
る
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
主
権
国
家
と
し
て
如

何
に
対
処
さ
れ
る
か
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
同
長
官
か
ら
「
民
官
を
問
わ
ず
適
切
な
方
法
で
排
除
す
る
」
と
の
言
明
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

我
が
国
は
、
平
成
八
年
六
月
二
十
日
、
国
際
海
洋
法
条
約
を
批
准
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

同
年
九
月
二
日
に
中
国
の
海
洋
調
査
船
海
洋
四
号
が
、
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
で
無
許
可
に
海
洋
調
査
し
た
の
み
な
ら 

ず
、
尖
閣
諸
島
の
大
正
島
付
近
の
我
が
国
領
海
に
侵
入
し
た
。
そ
の
中
国
の
海
洋
調
査
船
は
、
我
が
国
の
海
上
保
安
庁
の
巡
視

船
か
ら
の
交
信
に
た
い
し
、
こ
こ
は
中
国
の
海
で
あ
る
旨
応
答
し
平
然
と
航
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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三 

 



 

し
か
る
に
、
平
成
九
年
四
月
十
六
日
午
前
九
時
四
十
分
、
我
が
国
の
航
空
機
は
、
宮
古
島
沖
東
南
東
約
一
〇
〇
海
里
の
我
が

国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
中
国
海
洋
調
査
船
「
海
洋
十
三
号
」
（
以
下
、
海
洋
十
三
号
と
い
う
）
が
、
無
許
可
で
海 

 
 

洋
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
直
ち
に
巡
視
船
が
海
洋
十
三
号
に
接
近
し
、
無
線
で
問
い
掛
け
て
た
が
同
船
は
応

答
せ
ず
、
調
査
の
中
止
要
求
に
も
応
答
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
海
洋
十
三
号
は
、
巡
視
船
の
制
止
を
無
視
し
て
、
本
書
添
付

の
「
海
洋
十
三
号
」
行
動
海
域
図
に
示
す
と
お
り
航
行
し
、
同
二
十
日
午
後
九
時
二
十
分
大
正
島
北
東
の
北
緯
二
十
六
度
東
経

一
二
四
度
四
六
分
の
地
点
で
我
が
国
領
海
内
に
侵
入
し
た
う
え
、
領
海
内
を
真
西
に
航
行
し
同
日
午
後
十
一
時
十
二
分
に
領
海

を
脱
し
、
そ
の
後
進
路
を
真
南
の
石
垣
島
方
向
に
転
じ
、
さ
ら
に
二
十
一
日
十
二
時
こ
ろ
石
垣
島
と
尖
閣
諸
島
の
中
間
点
付
近

か
ら
真
東
に
進
路
を
転
じ
て
二
十
三
日
現
在
宮
古
島
北
東
海
域
を
調
査
し
つ
つ
航
行
し
て
い
る
。
以
上
の
、
海
洋
十
三
号
の
航

行
は
、
全
て
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
と
領
海
内
で
敢
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
記
領
海
侵
犯
の
間
、
巡

視
船
か
ら
の
交
信
に
た
い
し
、
海
洋
十
三
号
は
、
「
本
船
は
中
国
の
大
陸
棚
を
航
走
し
て
お
り
、
な
ん
ら
不
法
で
は
な
い
」
と 

 

応
答
し
て
き
て
い
る
。 

会
で
、
当
職
が
同
様
の
質
問
を
法
務
大
臣
に
行
っ
た
と
き
に
も
、
法
務
大
臣
か
ら
「
排
除
す
る
」
と
の
官
房
長
官
と
同
様
の
答

弁
を
得
た
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

三 

香
港
の
四
月
十
三
日
付
「
明
報
」
の
報
道
に
よ
る
と
、
本
年
五
月
十
八
日
に
昨
年
に
な
さ
れ
た
と
お
り
、
外
国
人
が
、
尖

閣
諸
島
に
上
陸
し
そ
こ
を
中
国
の
領
土
と
宣
言
す
る
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
当
職
は
、
こ
の
報
道
は
信
憑
性
が
た

か
く
、
昨
年
為
さ
れ
た
ご
と
く
本
年
も
計
画
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
る
と
思
料
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
外
国
人
に
よ
る
我

が
国
の
領
土
と
領
海
を
公
然
否
定
し
た
上
で
の
領
海
侵
犯
と
不
法
上
陸
に
、
政
府
と
し
て
如
何
に
対
処
す
る
所
存
か
回
答
さ 

一 
今
回
の
海
洋
十
三
号
の
行
動
も
、
明
ら
か
に
我
が
国
の
主
権
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
が
国
の
巡
視
船

の
交
信
を
無
視
し
あ
る
い
は
領
海
侵
犯
の
さ
な
か
に
、
「
本
船
は
、
中
国
の
大
陸
棚
を
航
走
し
て
お
り
、
何
ら
不
法
で
は
な 

い
」
と
応
答
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
月
十
六
日
か
ら
同
二
十
三
日
の
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
海
洋

十
三
号
に
こ
こ
ま
で
我
が
国
の
主
権
を
無
視
さ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ
政
府
が
、
前
記
の
と
お
り
衆
議
院
委
員
会
で
明
言
し
た
こ

と
を
実
行
に
う
つ
し
て
、
海
洋
十
三
号
を
「
排
除
」
せ
ず
漫
然
と
同
船
を
見
守
る
の
み
で
あ
る
の
か
。
そ
の
不
作
為
の
理
由

を
回
答
さ
れ
た
い
。 

二 

こ
の
海
洋
十
三
号
の
行
動
は
、
我
が
国
の
主
権
に
対
す
る
侵
犯
で
あ
る
と
当
職
は
認
識
す
る
が
、
政
府
は
、
如
何
に
認
識

し
て
い
る
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

よ
っ
て
、
以
上
の
事
実
を
前
提
に
し
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。
速
や
か
に
回
答
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

四 
当
職
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お
い
て
、
現
在
政
府
が
海
洋
十
三
号
に
た
い
し
て
無
為
で
あ
る
ご
と
く
、
中
国
領
土
で
あ
る

旨
公
然
主
張
し
て
領
土
領
海
を
侵
犯
す
る
外
国
人
に
た
い
し
何
ら
法
的
措
置
を
決
断
せ
ず
無
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
が
国 

は
、
同
諸
島
周
辺
に
お
け
る
我
が
国
の
国
家
と
し
て
の
主
権
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
と
警
告
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
府

は
こ
の
点
い
か
に
認
識
す
る
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

五 

政
府
が
仮
に
外
国
人
の
領
土
領
海
侵
犯
に
た
い
し
て
、
昨
年
の
如
く
無
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
が
国
国
民
は
、
刑
事
訴
訟

法
上
現
行
犯
逮
捕
の
権
限
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
中
に
こ
の
権
限
を
行
使
し
て
政
府
に
替
わ
っ
て
当
該
外
国
人
を

逮
捕
す
べ
く
尖
閣
諸
島
に
渡
る
国
民
が
現
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
政
府
は
、
こ
の
事
態
を
容
認
し
国
民
の
現
行
犯
逮
捕

に
期
待
す
る
の
か
否
か
。
回
答
さ
れ
た
い
。 

れ
た
い
。 

添
付
資
料
中
国
海
洋
調
査
船
「
海
洋
十
三
号
」
行
動
海
域
図
と
題
す
る
図
面 

右
質
問
す
る
。 
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